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論 文 題 目 
Reduced dorsolateral prefrontal cortical hemodynamic response in 
adult obsessive-compulsive disorder as measured by near-infrared 
spectroscopy during the verbal fluency task. 
 
論文内容の要旨 
強迫性障害（Obsessive-Compulsive Disorder: OCD）は、生涯有病
率 2～3%の最も一般的な精神疾患の一つで、日常生活への支障が大きく、
その臨床的特徴は良く知られているが、神経生理学的機序はまだ解明され
ていない。近年、様々な精神疾患における神経生理学的機序の理解に、近
赤外線分光法（near-infrared spectroscopy: NIRS）が用いられる。非
侵襲的に低コストで簡単に測定できる利点を持ち、認知賦活に言語流暢性
（verbal fluency: VF）課題を用いた確立された手法を持つ。近年の機能
的神経画像研究から、OCD の病態生理について、眼窩前頭-線条体回路だ
けでなく、背外側前頭前野を含む脳領域が重要な役割を果たすことが報告
されてきていることから、本研究では、NIRS を用いて VF 課題中に測定
した、成人OCD患者における背外側前頭前野での血流動態反応を評価し、
それらを健常対照者における反応と比較することを目的とした。 
20 名の OCD 患者と年齢、性別、利き手、そして推定知能指数を一致
させた 20 名の健常対照者が参加した。診断は、精神疾患の分類と診断の
手引第 4 版（Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders, 
4th edition: DSM-Ⅳ）に基づいた構造化面接によって行い、明らかな身
体疾患や脳に影響を及ぼしうる既往、精神疾患の既往および発達障害の既
往や妊娠を認める被験者は除外した。42 チャンネルの NIRS 装置を用い
て 0.22 秒の標本抽出時間で酸素化ヘモグロビン濃度、脱酸素化ヘモグロ
ビン濃度、総酸素化ヘモグロビン濃度の変化を測定した。NIRS ファイバ
ホルダは脳波の国際 10-20 方式に準じて前頭領域に置き、体動によるア
ーチファクトを減らす教示を行った。NIRS 活動を引き出すための賦活課
題として、30 秒の課題前区間、20 秒の VF 課題を 3 回（合計 60 秒）、
70 秒の課題後区間から構成された VF 課題手順に沿って、この間の NIRS
測定を行った。同日に、強迫症状を Yale-Brown Obsessive-Compulsive 
Scale (Y-BOCS) および Maudsley Obsessive-Compulsive inventory 
(MOCI) 、抑うつ症状をHamilton Depression Rating Scale (HAM-D) 、
不安症状を Hamilton Anxiety Rating Scale (HAM-A) を用いて測定した。
アーチファクトは、詳細な観察と 0.1 ヘルツの高域遮断低域濾波装置を用
いて解析前に除外した。左および右背外側前頭前野ならびに前頭極に置い
た 14 のチャンネルで、OCD 患者と健常対照者との酸素化ヘモグロビン
濃度変化の Z 値を算出し、有意水準を 5%と定めて 2 群間で t 検定による
統計解析を行った。多重比較補正には false discovery rate (FDR) を用い
た。 
年齢、性別、推定知能指数は、OCD 患者と健常対照者で有意な差は見
られなかった。OCD 患者の Y-BOCS 得点の平均は 18.7、OCD 患者と
健常対照者の MOCI 得点の平均はそれぞれ 15.5、4.3 で、2 群の MOCI 
得点の平均には有意差が見られた (p < 0.001) 。OCD 患者では、VF 課
題得点と年齢、推定知能指数、Y-BOCS 得点とに有意な相関はなかった。
前頭前野血液動態反応と VF 得点との相関にも、有意な相関は認めなかっ
た。VF 課題中、著しい課題関連の賦活が、健常対照群において認められ
たが、OCD 群ではその賦活は小さく、右背外側前頭皮質における OCD
群の酸素化ヘモグロビン濃度変化は健常対照群のそれと比較して有意に
小さかった (t = 2.285, p = 0.028) 。しかしながら、多重比較補正後では
有意差を認めず、これについては本研究が相対的に小さいサンプルサイズ
を用いた可能性がある。 
OCD 患者では、VF 課題中の NIRS で測定された右背外側前頭前野の
血液動態反応減少が見られた。この結果は、OCD の病態生理において背
外側前頭前野が重要な役割を果たすという仮説を支持しているものと考
えられる。 
